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Today, system development for problem solution is carried out in various companies and groups as an 
information-oriented society advance. However, the success propriety of the project is often judged 
subjectively and qualitatively by a project member, and we cannot expect a future project improvement. 
Furthermore, a system that the success propriety is vague produces various malfunction after introduction. 
Therefore, we tried development of the malfunction prediction technique using the statistical technique to 
distinguish it whether you could release a system quantitatively and objectively in this study. We write 
down the findings here. 

























めた. 先行研究[1]では, 原価, 品質, 工期の 3点にお
ける成功可否を判別する手法として重回帰分析, 線形判
別分析を用いた判別手法を開発することで, プロジェク













ロジェクトの客観的, 定量的な評価にもつながる.  
不具合発生を予測するにあたってこれまで使っていた
線形判別分析に加えて, 新たに品質工学で用いられてい

























表 2 に示す成功可否の判定基準を定義した[2]． 
 
表 1 プロジェクト計画の成功可否の判定基準 








































きるようにするために導入している．表 3 に QCD の実績
の成功度の定量化基準を示す. 
 
表 3 QCD の成功度の定量化基準 
 









































































大」の 3 ランクに分けているが, 今回は「中度規模以上
の不具合発生有無」と「重大規模のみの不具合発生有無」
の 2パターンの予測を行った. 次に, 不具合発生予測に
あたり不具合発生の有無を表 3 のように 2 パターン定
義し, 以下の値を定義した. 
 

































が 1 以上 







線形判別分析とは，2 つの A 群，B 群に対して，サンプ
ルが A 群に属するか，または B 群に属するかを判別して
くれる手法である．したがって，サンプルの所属する群を
判別するためには，図 1 のように 1 本の線で 2 つの群に
分離しておく必要がある． 
図１に示されている直線を与える式 z を線形判別関数
という．そして，この線形判別関数 z が 2 つの群に分け
る最も良い境界線となる．線形判別関数 z の式に値を代
入して，正の値か負の値かによって，そのサンプルを判別





























幅広い分野で応用されている. 対象が 2 つの集団からど
ちらに属するかを判別する判別分析に対して, MT 法では





















かどうかを, 線形判別分析を用いて予測した.  





















分析を行った. MT 法では判別の良否を測るために SN 比
が使われている. 動特性の 0 点比例式のＳＮ比と望大特
性の SN 比についてそれぞれが 1 番高くなる項目選択を
行った. 
a） 中度以上の不具合発生予測 
 リリース後 6 か月の間に中度以上の不具合が発生する















































中率について表 4 に示す.  
 
表 4 各モデルにおける的中率と閾値 










































































MT 法については, 中度以上の予測, 重大のみの予測の
どちらに関しても望大特性の SN 比を最大にする単位空







線形判別分析と MT 法の比較という視点では, 線形判別






















生件数を予測することであると思う. 今回用いた MT 法
は 2 種類の「判別」に適しているといわれているが, 数値
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